
1 は じ め に
E型肝炎は従来，経口伝播型非 A非 B型肝炎とよば

れてきたウイルス性の急性肝炎で，E型肝炎ウイルス

（以下HEV）が病原体である。E型肝炎の死亡率は同

じく経口感染する A型肝炎の10倍といわれ，妊婦では

20％に達することもある1）。わが国でも近年輸入感染

症や人獣共通感染症として発生がみられ，1990年以

降 E型肝炎感染により 3人の死亡が確認されている。

さらに，2003年にはシカ生肉の摂食により 7名の発症

が確認されている2）。一方，国立感染症研究所の李ら

は，健常人の約5.4％がHEV抗体を保有していると報

告している3）。E 型肝炎の感染ルートについては，

Yazakiらによれば市販豚レバーの1.9％から，HEV遺伝

子が検出され，その中には患者から検出されたウイル

スと遺伝子が一致する症例も確認しており，感染経路

の一つとしてブタからヒトへの感染を示唆している4）。

本研究において，我々は県内産のブタからのHEVの検

出と，家畜や愛玩動物に接触する機会の多い職業従事

者を対象にHEVの抗体保有状況調査を行ったので報告

する。

2 材料と方法
2. 1 材料

ブタは月齢 6ヶ月以上で平成17年 1月に県内でと畜

検査され，検査時に肉眼所見で肝臓に何らかの病変の

ある30頭を検査対象とした。

血清は平成10年度の県内のと畜検査所，家畜保健衛

生所，保健所，動物愛護センターに勤務する獣医師，

と畜検査所のと畜検査補助員および保健所の狂犬病予

防業務に従事する野犬捕獲人（以下抗体検査対象者）

を対象に行ったトキソプラズマ症抗体検査に用いた血

清の内93件を対象とした。なお，いずれの検査材料も

検査直前まで－80℃で保存した。

2. 2 方法

2. 2. 1 ブタからの抗原検出

ブタからの抗原検出は武田らの E型肝炎検査マニュ

アルに準じて行った。

すなわち，と畜検査の際に摘出したブタの肝臓を蒸

留水で10％とし，4,500rpm，1 分間細胞破砕処理し

10％乳剤とした。乳剤を10,000rpm，10分間遠心した

上清をウイルス抽出液とした。ウイルスRNAの抽出は

QIAamp Viral RNA Mini Kit（QIAGEN）を用い添付の

プロトコールに従い行った。抽出したRNAはDNase処

理後，逆転写反応よりcDNAを作成しPCRを行った。

PCRはウイルスRNAの構造蛋白をコードしている

ORF2の一部の領域を増幅するために設計されたプラ

イマーである HEV-F1，HEV-R2 を 1st PCRに用い，

HEV-F2とHEV-R1をNested PCRに用いた。PCRによっ

て得られた増幅産物をアガロースゲルで電気泳動後，

エチジウムブロマイドで染色し増幅産物の有無を確認

した。
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人獣共通感染症の一つである E型肝炎ウイルス（Hepatitis E virus=HEV）の宮城県内における侵淫状況を調査す

ることを目的として，平成17年 1月に食肉流通センターに搬入され，と畜検査時に肝臓に病変が認められたブタ

30頭（月齢約 6ヶ月）を対象にRT-PCR法を用いてウイルス遺伝子の検出を行った結果，HEV遺伝子は検出され

なかった。また，平成10年度に県内のと畜検査所，家畜保健衛生所，動物愛護センターおよび保健所に勤務する

獣医師や関係職員から採血した血清を用いてELISA法でHEV IgG抗体の検出を行った結果，抗体保有率は19.4％

（抗体陽性者/対象者 =18/93）であった．この結果は過去にHEV感染があったことを示しており，県内にも E型肝

炎ウイルスが侵淫している可能性が示唆された。
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2. 2. 2 ヒト血清からの抗体検出

ヒト血清中の E 型肝炎 IgG抗体の検出はVariant

HEV-Ab（ヒト IgG）（有限会社ティーアイティー）の

ELISAキットを用いて行った。検査方法を図 1に示す。

なお，カットオフインデックスと判定基準は添付プロ

トコールに従い設定した。

3 結果と考察
3. 1 ブタからのウイルス遺伝子検出

表 1に今回検査材料として用いたブタの肝臓所見を

示す。30頭の内訳は肉眼所見で寄生性の間質性肝炎と

診断されたブタ12頭，同じく退色肝 8頭，包膜炎 6頭，

寄生性以外の間質性肝炎 3頭，退色肝かつ寄生性間質

性肝炎が確認されたブタ 1頭であった。RT-PCR法を

実施した結果，1st PCRおよびNested PCRともに肝炎ウ

イルス遺伝子由来の増幅産物は確認されなかった。一

般に集団で飼育されているブタの HEV遺伝子の検出

率は 2，3ヶ月齢が高く，6ヶ月齢では低いと報告さ

れている。一方ブタの平均HEV抗体保有率については，

生後 6ヶ月には90％が抗体を保有していると報告して

いる例もある。定らが行ったブタのHEV保有状況調査

によれば，月齢約 6 ヶ月の発育正常ブタ血清からの

HEV遺伝子の検出率は0.16％であった。また，ウイル

スが検出されたブタの内臓検査において，特に異常は

確認されなかったことも併せて報告している5）。しか

し，Yazakiらは市販ブタレバーを対象に調査を行った

結果，1.9％からHEV遺伝子が検出されたと報告してい

る。さらに，Mengらはヒト由来のHEVをブタに接種

した結果，臨床的には無症状であったが，肝組織は明

らかな肝炎を呈し血液や肝臓から HEV遺伝子が検出

されたことを確認している6）。この点を考慮し，今回

は月齢 6ヶ月以上でかつ肉眼所見で肝臓に病変が確認

されたブタを対象にHEV遺伝子の検索を行ったが，遺

伝子は確認されなかった。しかし，HEVのヒトへの感
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図 1 ELISA 法によるHEV IgG 抗体測定方法

ELISA プレートに検体，
陽性・陰性コントロールそれぞれ50μL/well

反応液除去後,洗浄液で 5回洗浄

酵素標識抗体50μL/well

反応液除去後,洗浄液で 5回洗浄

発色液50μL/well

反応停止液50μL/well

450nm で吸光度測定

室温，1時間

室温，1時間

室温，暗所 10 分間

表 1 HEV遺伝子検出検査対象としたブタの所見

検体番号 性別 肝臓所見 検体番号 性別 肝臓所見

1 去勢 退色肝 16 去勢 間質性肝炎（寄生性）

2 去勢 退色肝 17 雌 間質性肝炎（寄生性）

3 雌 包膜炎 18 雌 間質性肝炎（寄生性）

4 去勢 間質性肝炎（寄生性） 19 去勢 間質性肝炎（寄生性）

5 去勢 包膜炎 20 雌 包膜炎

6 去勢 間質性肝炎（寄生性） 21 去勢 退色肝

7 雌 間質性肝炎（寄生性） 22 去勢 退色肝

8 去勢 退色肝 23 去勢 間質性肝炎

9 雌 間質性肝炎（寄生性） 24 雌 間質性肝炎

10 去勢 間質性肝炎（寄生性） 25 雌 包膜炎

11 去勢 退色肝 26 雌 間質性肝炎

12 雌 退色肝，間質性肝炎（寄生性） 27 去勢 間質性肝炎（寄生性）

13 雌 退色肝 28 去勢 包膜炎

14 去勢 退色肝 29 去勢 包膜炎

15 雌 間質性肝炎（寄生性） 30 去勢 間質性肝炎（寄生性）



染経路の一つとして，ブタ～ヒト感染を示唆する報告

も多い。HEV感染を防止する上で，従来から指摘さ

れているようにブタ肉やレバーの十分な加熱処理につ

いての注意を喚起する必要がある。

3. 2 ヒト血清からのHEV抗体検出検査

抗体検査対象者のHEV抗体保有率は，19.4％（抗体

陽性者/対象者 =18/93）であった。この結果県内にも

HEVが侵淫している可能性が強く示唆された。年齢

区分別抗体保有率を図 2に示す。HEV抗体保有率は24

歳から29歳までの年齢区分が 0%（0/13），30歳から39

歳までが同じく11.4％（4/35），40歳から49歳が24.1％

（7/29），50歳から59歳が35.7％（5/14），60歳以上は

100％（2/2）であった。このように HEV抗体保有率

は年齢とともに高くなる傾向が示された。また，性別

の抗体保有率は，男性が22.2％（抗体陽性者/男性対象

者 =14/63）であったのに対し女性は13.3％（抗体陽性

者/女性対象者 =4/30）と男性に比較し少し低かった。

李らがわが国で900人の健常者を対象にHEV IgG抗体

調査をELISA法で行った結果，地域間に差が認められ

たが平均5.4％であった3）。一方，Mengらが台湾のブタ

に接する機会の多い養豚従事者を対象に行った抗体保

有調査では，HEV IgG抗体の保有率は26.7％であった

と報告しており7），本調査の保有率（19.4％）とほぼ

同じ値であった。今回HEV IgG抗体保有例を確認した

ことにより，県内でもHEVが侵淫している可能性が示

唆された。このように，家畜や愛玩動物に接触する機

会の多い職業従事者のHEV抗体保有率は既報の一般健

常人の保有率と比較すると，明らかに高いことが確認

された。今後HEVに感染する機会が多いと考えられる

職業従事者に対して，何らかの予防策を講ずる必要が

あろう。

4 ま　と　め
県内におけるHEVの侵淫状況を調査することを目的

として，と畜検査で肝臓に病変が認められたブタ30頭

（月齢約 6ヶ月）を対象にRT-PCR法を用いてウイルス

遺伝子の検出を行った結果，HEV遺伝子は検出されな

かった。また，家畜や愛玩動物に接触する機会の多い

職業従事者から採血した血清を用いてELISA法でHEV

IgG抗体の検出を行った結果，抗体保有率は19.4%

（18/93）であった。抗体保有率は，性別による顕著な

差は認められなかったが年齢とともに高くなる傾向が

確認された。抗体保有状況調査結果より，過去にHEV

感染があった可能性を示す例が確認され，県内にHEV

が侵淫している可能性が強く示唆された。
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